
宅 Ｐ．１

数　量 単　価 金　額

資 材 費
〔衛生器具費〕

洋式便器 組 1.0 170,000 170,000

小便器 組 1.0 50,000 50,000

組

組

〔配　水　管〕

φ125mm（VU) ｍ 0.0

φ100mm（VU) ｍ 18.5 670 12,395

φ 75mm（VU) ｍ 5.0 500 2,500

φ 50mm（VU) ｍ

ｍ

〔継　手　類〕 ％ 20.0 14,895 2,979 ← 単価に配水管の合計が設定されています

〔排　水　桝〕

Ｎｏ．１ UTK-75 組 1.0 7,000 7,000

Ｎｏ．２ UTW-75 組 1.0 7,000 7,000

Ｎｏ．３ 45YS 組 1.0 6,000 6,000

Ｎｏ．４ UT-75 組 1.0 6,500 6,500

Ｎｏ．５ 90L 組 1.0 6,000 6,000

Ｎｏ．６ 組

Ｎｏ．７ 組

Ｎｏ．８ 組

Ｎｏ．９ 組

Ｎｏ．　　

Ｎｏ．　　

Ｎｏ．　　

Ｎｏ．　　

〔そ　の　他〕

掃除口 φ75mm 個 3.0 1,500 4,500

ホルソー受口 個 1.0 2,500 2,500

資 材 費 合 計 277,374 ← 自動合計

備　　考

（入力例）○○様 排水設備工事調書

種　　別 形状寸法 単位
設　計　数　量

金額は全て数量×単価で式が

入力されておりますので数量

が１でも数量の１と単価を入

行が不足する場合は行を挿入し１
ページに納まるよう行の高さを変
更して下さい

その際、行の挿入箇所によっては
計算に繁栄されない場合がありま
すので確認して式の修正を行って
ください。

本調書はあくまでも参考的なものなので独自の
様式でも結構です。ただしＡ４縦とし種別欄の
項目の順番等は同様にして下さい。
その他の工事（木工、電気、水道）がある場合
は必ず積算書又は見積書を添付してください。

助成の対象でなくても、工事調書は必要ですの
で必ず提出して下さい。

単価等は不適当な金額で
すので参考にしないで下
さい。

このシートは参考例なので入力・印刷
等は出来ません。
【入力シート１】【入力シート２】
【項目が多い場合用のシート】を
ご使用下さい。



← ここまで１ページです。 プリンターによっては印刷の範囲がズレルことが

宅 Ｐ．２ ← ここから２ページです。 ありますのでプレビューで確認して下さい。

数　量 単　価 金　額

労 務 費

1.0 270,000 270,000

労 務 費 合 計 270,000 ← 自動計算

直 接 工 事 費 547,374 ← 自動計算

327,374 対象額 ← 自動計算（衛生器具の欄を増やした場合は計算式を変更して下さい）

対象額は衛生器具を除いた額で経費の対象です。

共 通 経 費
測量設計申請費 式 1.0 19,000 19,000 ← 自動計算

運　搬　費 ％ 3.0 327,374 9,821 ← 単価に対象額が設定されています

諸　経　費 ％ 20.0 327,374 65,474 ← 単価に対象額が設定されています

冬季補正費 ％ 0.0 327,374 ← 単価に対象額が設定されています

共通経費合計 94,295 ← 自動計算

工 事 費 合 計 641,669

給水工事

木 工 事 1.0 70,000 70,000 別途見積書又は積算書を添付
電気工事

小　　計 70,000

-669 端数切捨て 3

合 計 711,000 (711,669) ← 自動計算

消 費 税 相 当 額 ％ 5.0 711,000 35,550 ← 単価に工事費合計が設定されています

工 事 費 総 合 計 746,550 ← 自動計算

備　　考

← 端数切捨桁数を入力して下さい

その他工事

（入力例）○○様 排水設備工事調書

種　　別 形状寸法 単位
設　計　数　量

行が不足する場合は行を挿入し１
ページに納まるよう行の高さを変
更して下さい

その際、行の挿入箇所によっては
計算に繁栄されない場合がありま
すので確認して式の修正を行って
ください。

実際には種別ごとに具体的に
記入してください。１式は認めま
せん。


